
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】超節水便器と吸引装置との組み合わせによる超

節水トイレシステムの提供。

【解決手段】洗浄水は二槽式便器１０の送水接続口に配

管接続されている。そして、洗浄水は二槽式便器１０に

内蔵されている電磁弁８１と電磁弁８２を通り大便槽１

１と小便槽１２のそれぞれの区分槽毎の洗浄水放出口１

３、１４に導かれてる。一方、二槽式便器１０の排水の

流れは大便槽１１と小便槽１２のそれぞれの排水接続口

に接続している配管を通じて排出される。次に、排水は

排水流出抵抗を低減し大幅に節水効果を引き出すエジェ

クター吸引装置３５を通じて汚水管９９に放流される。

このエジェクター吸引装置３５は加圧水を利用したエジ

ェクター３１、３２を配設しており大便槽１１にはエジ

ェクター３１また小便槽１２にはエジェクター３２で排

水の排水流出抵抗を低減し大幅に節水効果を引き出す超

節水トイレシステムとした。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 器 は 堰 （ １ ５ ） で 区 分 さ れ た 大 便 槽 （ １ １ ） と 小 便 槽 （ １ ２ ） を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 区
分 槽 毎 に 洗 浄 水 放 出 口 （ １ ３ ） （ １ ４ ） が 有 り 、 前 記 大 便 槽 （ １ １ ） に は 排 水 口 （ １ ６ ）
が 前 記 小 便 槽 （ １ ２ ） に は 排 水 口 （ １ ７ ） を 有 す る 二 槽 式 便 器 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 便 器 は 排 便 洗 浄 開 始 か ら 排 出 終 了 ま た 給 水 完 了 ま で の 排 便 洗 浄 工 程 を 大 便 槽 （ １ １ ） と
小 便 槽 （ １ ２ ） の 区 分 槽 毎 ま た は 両 方 同 時 に で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 二
槽 式 便 器 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た ２ の 上 記 二 槽 式 便 器 （ １ ０ ） の 各 排 水 口 （ １ ６ ） （ １ ７ ） の 下 流 に は 臭 気
を 遮 断 す る 臭 気 遮 断 機 構 （ ２ ０ ） を 有 し 、 更 に 、 そ の 下 流 に は 排 水 流 出 抵 抗 を 低 減 し 大 幅
に 節 水 効 果 を 引 き 出 す 吸 引 装 置 （ ３ ９ ） を 備 え た 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 便 槽 と 小 便 槽 に 区 分 さ れ た 二 槽 式 便 器 と 吸 引 装 置 と を 組 み 合 わ せ た 超 節 水
ト イ レ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 汎 用 便 器 の 排 便 洗 浄 に 使 用 さ れ る 一 回 の 水 量 は 略 ８ ～ １ ０ リ ッ ト ル で 、 一 般 家 庭 の ト イ
レ に 使 用 さ れ る 水 道 水 量 は 水 道 全 体 使 用 水 量 の 約 ２ ５ ％ に も 相 当 す る と 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 近 年 、 世 界 的 に 水 を 多 く 使 う 生 活 ス タ イ ル へ 移 行 し て い る こ と や 地 球 温 暖 化 の
影 響 に よ り 数 多 く の 国 で 重 大 な 水 不 足 を 招 い て い る こ と な ど か ら 、 水 資 源 の 重 要 性 に 対 す
る 意 識 が 益 々 高 ま っ て き て い る 。 そ の こ と も あ り 雨 水 の 利 用 や 雑 排 水 の 再 利 用 や 節 水 便 器
な ど の 提 案 も 多 く 関 心 が 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 節 水 便 器 に 関 す る 文 献 １ ～ ３ が 下 記 の 通 り 紹 介 さ れ て い る 。
【 文 献 １ 】
フ レ キ シ ブ ル ・ チ ュ ー ブ 式 超 節 水 ト イ レ
【 文 献 ２ 】
圧 送 排 水 式 ト イ レ
【 文 献 ３ 】
ハ イ フ ラ ッ シ ュ Ｊ 式 便 器
　 上 記 文 献 １ で は 、 フ レ キ シ ブ ル ・ チ ュ ー ブ 式 超 節 水 ト イ レ で 排 便 洗 浄 開 始 か ら 排 出 終 了
ま た 給 水 完 了 ま で に 使 用 さ れ る 一 回 の 水 量 は 略 ３ リ ッ ト ル と の 実 績 が 報 告 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 文 献 １ の フ レ キ シ ブ ル ・ チ ュ ー ブ 式 超 節 水 ト イ レ で は 、 排 便 洗 浄 に 使 用 さ れ る 一 回 の 水
量 は 略 ３ リ ッ ト ル と 節 水 効 果 が 優 れ て い る 。
　 し か し 、 小 便 の 排 便 洗 浄 で も 略 ３ リ ッ ト ル の 水 量 が 必 要 な 便 器 構 造 で あ る こ と か ら 、 本
発 明 は 、 小 便 で の 排 便 洗 浄 に 使 用 さ れ る 一 回 の 水 量 を 略 １ リ ッ ト ル 以 下 と し 、 大 便 で は 略
３ リ ッ ト ル 以 下 の 水 量 で 便 器 の 排 便 洗 浄 開 始 か ら 排 出 ま た 給 水 完 了 が で き る 技 術 的 手 段 と
し て 超 節 水 便 器 と 吸 引 装 置 を 組 み 合 わ せ た 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム の 提 供 を 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。
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　 第 １ に 、 便 器 は 堰 １ ５ で 区 分 さ れ た 大 便 槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 区 分 槽
毎 に 洗 浄 水 放 出 口 １ ３ 、 １ ４ が 有 り 、 前 記 大 便 槽 １ １ に は 排 水 口 １ ６ が 前 記 小 便 槽 １ ２ に
は 排 水 口 １ ７ を 有 す る こ と を 特 徴 と し た 構 造 の 二 槽 式 便 器 １ ０ と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ に 、 便 器 は 排 便 洗 浄 開 始 か ら 排 出 終 了 ま た 給 水 完 了 ま で の 排 便 洗 浄 工 程 を 大 便 槽 １
１ と 小 便 槽 １ ２ の 区 分 槽 毎 ま た は 両 方 同 時 に で き る こ と を 特 徴 と す る 二 槽 式 便 器 １ ０ と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ３ に 、 上 記 二 槽 式 便 器 １ ０ の 各 排 水 口 １ ６ 、 １ ７ の 下 流 に は 臭 気 を 遮 断 す る 臭 気 遮 断
機 構 ２ ０ を 有 し 、 更 に 、 そ の 下 流 に は 排 水 流 出 抵 抗 を 低 減 し 大 幅 に 節 水 効 果 を 引 き 出 す 吸
引 装 置 ３ ９ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 技 術 的 手 段 の 第 １ と 第 ２ の 通 り の 構 造 の 二 槽 式 便 器 と 第 ３ の 技 術 的 手 段
の 吸 引 装 置 で 排 水 流 出 抵 抗 を 低 減 し 大 幅 に 節 水 効 果 を 引 き 出 す 、 例 え ば 、 加 圧 水 ま た は 加
圧 空 気 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 と を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 小 便 で は 排 便 洗 浄 開 始
か ら 排 出 終 了 ま た 給 水 完 了 ま で に 使 用 す る 一 回 の 水 量 を 略 １ リ ッ ト ル 以 下 と し 、 ま た 大 便
で は 略 ３ リ ッ ト ル 以 下 の 水 量 で 便 器 内 の 排 便 洗 浄 が で き る 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 図 示 例 を 基 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 二 槽 式 便 器 １ ０ の 構 造 概 念 図 で あ る 。
　 図 １ （ ａ ） は 、 二 槽 式 便 器 １ ０ を 側 面 か ら 見 て 中 心 で 切 っ た 場 合 の 断 面 概 略 図 で あ る 。
　 図 １ （ ｂ ） は 、 二 槽 式 便 器 １ ０ の 堰 の 形 状 を 上 か ら 見 た 場 合 の 概 略 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 便 器 に は 堰 １ ５ で 区 分 さ れ た 大 便 槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ を 有 し て お り 、 そ
れ ぞ れ の 区 分 槽 毎 に 洗 浄 水 放 出 口 １ ３ 、 １ ４ が 配 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 大 便 槽 １ １ の 底 部 に は 排 水 口 １ ６ が 前 記 小 便 槽 １ ２ の 底 部 に は 排 水 口 １ ７ を
有 し 各 排 水 口 １ ６ 、 １ ７ の 下 流 に は 臭 気 遮 断 機 構 ２ ０ の サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封 ２ １ 、 ２ ２ を 有
す る 構 造 の 二 槽 式 便 器 １ ０ と な っ て い る 。
　 尚 、 大 便 槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ を 仕 切 る 堰 １ ５ の 両 面 は 丸 く 湾 曲 形 状 と な っ て い る の で 排
便 洗 浄 の 効 果 が 高 く ま た 清 掃 も 簡 単 な 二 槽 式 便 器 １ ０ と な っ て い る 。 そ し て 、 堰 １ ５ の 高
さ は 排 便 洗 浄 の 際 に 排 水 が 堰 １ ５ を 越 え な い 最 小 の 高 さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 で 、 図 １ の 二 槽 式 便 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 洗 浄 水 と 排 水 の
流 れ 図 で あ っ て 、 加 圧 水 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ を 備 え た 超 節 水 ト イ レ シ ス
テ ム の 概 念 図 で あ る 。
　 第 一 実 施 形 態 の 図 ２ で は 、 洗 浄 水 は 二 槽 式 便 器 １ ０ の 送 水 接 続 口 に 配 管 接 続 さ れ て い る
。 そ し て 、 洗 浄 水 は 二 槽 式 便 器 １ ０ に 内 蔵 さ れ て い る 電 磁 弁 ８ １ と 電 磁 弁 ８ ２ を 通 り 大 便
槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ の そ れ ぞ れ の 区 分 槽 毎 の 洗 浄 水 放 出 口 １ ３ 、 １ ４ に 導 か れ て る 。
　 一 方 、 二 槽 式 便 器 １ ０ の 排 水 の 流 れ は 大 便 槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ の そ れ ぞ れ の 排 水 接 続 口
に 接 続 し て い る 配 管 を 通 じ て 排 出 さ れ る 。 次 に 、 排 水 は 排 水 流 出 抵 抗 を 低 減 し 大 幅 に 節 水
効 果 を 引 き 出 す エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ を 通 じ て 汚 水 管 ９ ９ に 放 流 さ れ る 。
　 こ の エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ は 加 圧 水 を 利 用 し た エ ジ ェ ク タ ー ３ １ 、 ３ ２ を 配 設 し て
お り 大 便 漕 １ １ に は エ ジ ェ ク タ ー ３ １ ま た 小 便 槽 １ ２ に は エ ジ ェ ク タ ー ３ ２ で 排 水 の 排 水
流 出 抵 抗 を 低 減 し 大 幅 に 節 水 効 果 を 引 き 出 し て い る 。 ま た 、 エ ジ ェ ク タ ー ３ １ と エ ジ ェ ク
タ ー ３ ２ の そ れ ぞ れ の 放 出 口 は 最 終 的 に 汚 水 管 ９ ９ に 接 続 し て い て 排 水 は 合 流 す る 。
　 尚 、 雨 水 や 雑 排 水 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ は 加 圧 水 ポ ン プ ９ ５ で 得 ら れ た
加 圧 水 を エ ジ ェ ク タ ー ３ １ 、 ３ ２ に 高 速 で 送 水 し 吸 引 力 を 引 き 出 す 方 法 で あ る 。 そ し て 、
加 圧 水 の 送 水 管 に は 電 動 式 の 開 閉 弁 ９ １ 、 ９ ２ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 大 便 の 排 便 洗 浄 の 流 れ を 説 明 す る 。
　 排 便 後 、 大 便 ボ タ ン ５ １ を 押 す と 先 ず 加 圧 水 ポ ン プ ９ ５ が 駆 動 し 略 同 時 に 開 閉 弁 ９ １ が
開 放 し エ ジ ェ ク タ ー ３ １ で 吸 引 を 開 始 す る 。 そ の 直 後 に 洗 浄 水 の 電 磁 弁 ８ １ が 開 放 し 大 便
槽 １ １ の 排 便 洗 浄 が 開 始 さ れ る 。
　 次 に 、 排 便 洗 浄 が 終 了 す る と 開 閉 弁 ９ １ が 閉 止 し 略 同 時 に 加 圧 水 ポ ン プ ９ ５ が 停 止 し エ
ジ ェ ク タ ー ３ １ の 吸 引 は 停 止 す る 。 そ し て 大 便 槽 １ １ と サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封 ２ １ に 洗 浄 水 が
満 た さ れ 給 水 が 完 了 し 全 て の 排 便 洗 浄 工 程 が 終 了 す る 。
　 こ の 排 便 洗 浄 工 程 で の 一 回 の 使 用 水 量 は 略 ３ リ ッ ト ル 以 下 に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 小 便 の 排 便 洗 浄 の 流 れ を 説 明 す る 。
　 排 便 後 、 小 便 ボ タ ン ５ ２ を 押 す と 先 ず 加 圧 水 ポ ン プ ９ ５ が 駆 動 し 略 同 時 に 開 閉 弁 ９ ２ が
開 放 し エ ジ ェ ク タ ー ３ ２ で 吸 引 を 開 始 す る 。 そ の 直 後 に 洗 浄 水 の 電 磁 弁 ８ ２ が 開 放 し 小 便
槽 １ ２ の 排 便 洗 浄 が 開 始 さ れ る 。
　 次 に 、 排 便 洗 浄 が 終 了 す る と 開 閉 弁 ９ ２ が 閉 止 し 略 同 時 に 加 圧 水 ポ ン プ ９ ５ が 停 止 し エ
ジ ェ ク タ ー ３ ２ の 吸 引 は 停 止 す る 。 そ し て 小 便 槽 １ １ と サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封 ２ ２ に 洗 浄 水 が
満 た さ れ 給 水 が 完 了 し 全 て の 排 便 洗 浄 工 程 が 終 了 す る 。
　 こ の 排 便 洗 浄 工 程 で の 一 回 の 使 用 水 量 は 略 １ リ ッ ト ル 以 下 に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 大 便 小 便 ボ タ ン ５ ５ を 押 す と 大 便 槽 １ １ と 小 便 槽 １ ２ が 同 時 に 排 便 洗 浄 さ れ る 。
　 こ の 場 合 の 排 便 洗 浄 工 程 で の 一 回 の 使 用 水 量 は 略 ４ リ ッ ト ル 以 下 に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 で 、 二 槽 式 便 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 洗 浄 水 と 排 水 の 流 れ 図
で あ っ て 、 加 圧 空 気 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ５ を 備 え た 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム
の 概 念 図 で あ る 。
　 第 二 実 施 形 態 の 図 ３ で は 、 エ ジ ェ ク タ ー ３ ６ 、 ３ ７ の 取 り 付 け 位 置 を サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封
２ １ と サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封 ２ ２ 下 流 の 近 傍 と し 図 示 し て い る 。
　 エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ５ は 加 圧 空 気 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー ３ ６ 、 ３ ７ を そ れ ぞ れ 配
設 し 、 そ し て 、 排 便 洗 浄 の 排 水 吸 引 方 法 は 圧 縮 機 ９ ８ に よ る 加 圧 空 気 を 開 閉 弁 ９ ６ 、 ９ ７
に よ っ て エ ジ ェ ク タ ー ３ ６ 、 ３ ７ に 送 り 込 み 吸 引 効 果 を 引 き 出 し て い る 。 そ れ 以 外 は 第 一
実 施 形 態 と ・ 同 動 作 ・ 同 作 用 の 排 便 洗 浄 工 程 で 排 便 洗 浄 開 始 か ら 排 出 ま た 給 水 を 完 了 し 終
了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ 、 ３ ５ は 停 電 な ど で 加 圧 水 や 加 圧 空 気 が 利 用 で き な い 場
合 で も 排 水 の 流 出 抵 抗 が あ ま り 生 じ な い 配 置 と 構 造 と な っ て い る の で 排 便 洗 浄 の 排 水 の 排
出 に は 支 障 が 生 じ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 限 ら ず 、 以 下 の よ う な 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 図 １ の 二 槽 式 便 器 １ ０ で は そ の 排 水 口 １ ６ 、 １ ７ の 下 流 に サ イ ホ ン Ｓ 型 水 封 ２ １ 、 ２ ２
を 採 用 し て い る が こ れ に 限 定 せ ず 、 別 の 臭 気 遮 断 機 構 ２ ０ と し て 開 閉 弁 等 を 採 用 し て も よ
い 。
　 ま た 、 吸 引 装 置 ３ ９ と し て は エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ 、 ３ ５ を 採 用 し な く て も よ い し
、 エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 手 段 と は 別 の 吸 引 手 段 で 二 槽 式 便 器 １ ０ の 排 水 の 流 出 抵 抗 を 低 減 し 大
幅 に 節 水 効 果 を 引 き 出 す 方 法 で 便 器 内 の 排 便 洗 浄 が で き る 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム と し て も
よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 二 槽 式 便 器 と 吸 引 装 置 と を 組 み 合 わ せ た 超 節 水 ト イ レ シ ス テ ム の 節 水 の 考 え 方
は 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 雑 排 水 や 汚 水 の 再 利 用 ま た 雨 水 の 利 用 に 関 す る 設 備 機 器 の 開 発 に 結
び 付 け ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 二 槽 式 便 器 １ ０ の 構 造 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 で 、 図 １ の 二 槽 式 便 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 洗 浄 水 と
排 水 の 流 れ 図 で あ っ て 、 加 圧 水 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ０ を 備 え た 超 節 水 ト イ
レ シ ス テ ム の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 で 、 二 槽 式 便 器 １ ０ に 接 続 さ れ る 洗 浄 水 と 排 水 の
流 れ 図 で あ っ て 、 加 圧 空 気 を 利 用 す る エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置 ３ ５ を 備 え た 超 節 水 ト イ レ シ
ス テ ム の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ ０ 　 二 槽 式 便 器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 、 ３ ５ 　 エ ジ ェ ク タ ー 吸 引 装 置
１ １ 　 大 便 槽 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ６ 、 ３ ７ 　 エ ジ ェ ク タ ー
１ ２ 　 小 便 槽 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ９ 　 吸 引 装 置
１ ３ 、 １ ４ 　 洗 浄 水 放 出 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ １ 、 ８ ２ 　 電 磁 弁
１ ５ 　 堰 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ １ 、 ９ ２ 、 ９ ６ 、 ９ ７ 　 開 閉 弁
１ ６ 、 １ ７ 　 排 水 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ５ 　 加 圧 水 ポ ン プ
２ ０ 　 臭 気 遮 断 機 構 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ８ 　 圧 縮 機
２ １ 、 ２ ２ 　 イ ホ ン Ｓ 型 水 封 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ９ 　 汚 水 管
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【 図 ３ 】
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